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あ
な
た
は
大
学
生
活
に
ど
ん
な
印
象
が
あ
り
ま
す
か
？

講
義
、課
外
活
動
、ア
ル
バ
イ
ト
。新
た
な
出
会
い
。

明
る
い
イ
メ
ー
ジ
が
思
い
浮
か
び
ま
す
。

一
方
で
、コ
ロ
ナ
禍
で
の
課
外
活
動
、

就
職
活
動
や
進
学
、学
類
・コ
ー
ス
選
択
な
ど
。

自
分
の
思
い
通
り
に
い
か
ず
、

悩
む
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

新
し
い
挑
戦
が
し
た
い
。活
躍
す
る
人
と
話
し
た
い
。

次
の
ス
テ
ー
ジ
に
進
む
ヒ
ン
ト
が
欲
し
い
。

そ
ん
な
金
沢
大
生
の
お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
が

A
E
R
U
の
使
命
で
す
。

地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、「
自
ら
学
び
自
ら
育
む
」機
会
を
。

出
会
う
、つ
な
が
る
、学
び
合
う
。

最
後
は
、き
っ
と
笑
顔
に
な
る
は
ず
。

アエル

Contents

参加してみる？

～ 3つのコンセプト ～

いろんな人に

会
え
る

多様な人々が集う、
出会える場を
提供する。

みんなで学び

合
え
る

互いに気づきや
刺激を受け取り、
共に学ぶ。

個性や強みを

和
え
る

一人一人がつながり、
相乗効果を生み出す。

3 2 1
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地
域
社
会
の
活
性
化
を
担
う「
金
沢
大
学
ブ
ラ
ン
ド
」人
材
へ

AERUを通じて、
金沢大生の
成長を促進

大学での学びを深める3つのアプローチ
Project : AERUは、金沢大生を対象にした地域参加型の課外活動プログラム（地域思考型教育）の
総称です。各種授業科目や学類のカリキュラムと連関して、本学における学びをより深化させ、「金沢
大学ブランド」人材への成長を促します。

雑談のチカラ

いろんな人に

学生のキャリア形成のきっかけとして、
地域の有識者やトップランナーと気軽に
語り合う機会を提供します。

会える
1

地域体験型
プログラム

みんなで学び

地域の文化体験、農林水産業などの職
業体験を通じて、地域に根づく働き方・
生き方、モノの価値の本質を学びます。

合える
2

目標達成型
プログラム

個性や強みを

情報発信や新商品開発など、企業・自治体か
らの要望に応じたミッションを学生に与え、
課題解決に取り組むプログラムです。学生の
より実践的な活躍の機会を創出します。

和える
3

多世代・異分野
交流

ネットワーク
構築

キャリア形成

地域の
魅力・課題
探求

文化・風土への
理解向上

スキルアップ

社会課題
解決

異分野融合 アントレプレナー
シップ醸成

金沢大生
● 学生同士、社会との接点の増加

● 体験や実践による成長

● 学類選択、キャリア選択の契機

● 就職活動の自己PR

企業
● 商品開発等のアイデア創出

● 商品・サービスへのフィードバック

● CSR活動の拡充

● 大学生との接点の増加

自治体
● 包括連携協定に基づく取組強化

● 若者参入による地域活性化

● 施策立案等のアイデア創出

● 地域の魅力発信・課題解決

参加・参画
メリット

※課外活動のため、参加による単位取得はできません（2023年3月現在）
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「社会とつながる／自分を知る」きっかけは、ちょっとした「雑談」から。
学生、教員、社長、職人、業界人。いろんな人が集まります。

ドリンク片手に、ゆったり気軽に話しませんか？

雑談のチカラ「地域から見た金沢大学」
ゲスト：澁谷 進氏（澁谷工業株式会社前副会長）
協力：合同会社北陸つどいフォーラム
会場：YABU&CAFÉ丹（角間キャンパス）

学生と地域有識者が「雑談の大切さ」について語り合う

初
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
北
陸
経
済
界
の
巨
匠
・

澁
谷
進
氏
を
お
招
き
し
ま
し
た
。
澁
谷
氏
は
、
経

済
学
者
の
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
が
提
唱
し
た
概
念
を

取
り
上
げ
、「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
は
『
革
新
的

な
技
術
』
の
み
な
ら
ず
、
多
様
な
つ
な
が
り
か
ら

生
ま
れ
る
『
新
結
合
』
に
よ
っ
て
実
現
す
る
も
の
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
る
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の
対
話
こ
そ
が
大
切
だ
」
と
学

生
に
説
き
ま
し
た
。
ま
た
、「
人
生
を
楽
し
む
に

は
友
人
や
家
族
の
存
在
が
不
可
欠
。
大
学
時
代
は

学
外
に
も
出
て
、
た
く
さ
ん
の
仲
間
を
作
っ
て
ほ

し
い
」
と
助
言
し
ま
し
た
。

雑談のチカラ「私たちが考える“働いてみたい職場”」
ゲスト：中村 匠吾氏（中村留精密工業株式会社
 代表取締役社長）ほか同社社員3名
協力：中村留精密工業株式会社
会場：YABU&CAFÉ丹（角間キャンパス）

中
村
匠
吾
社
長
と
20
〜
40
代
の
若
手
社
員
が

テ
ー
ブ
ル
を
回
り
な
が
ら
、
学
生
が
投
げ
か
け

た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
雑
談
。
大
学
生
活
や
就
職

活
動
の
話
題
か
ら
、「
仕
事
の
や
り
が
い
と
は

何
か
」「
年
功
序
列
は
今
後
も
必
要
か
」
な
ど

今
後
の
キ
ャ
リ
ア
に
関
す
る
質
問
ま
で
幅
広
く

議
論
し
、
学
生
た
ち
は
今
後
の
キ
ャ
リ
ア
や
働

き
方
の
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
ま
し
た
。
中
村

社
長
は
「
回
り
道
は
必
ず
将
来
の
糧
に
な
る
。

大
学
時
代
は
興
味
・
関
心
あ
る
こ
と
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」
と
学
生
に
伝
え
ま
し
た
。

雑談のチカラ「小型EVがあるサステナブルな社会」
ゲスト：山本 惠一氏（株式会社TOP代表取締役会長（兼）社長）
 ほか同社社員5名
協力：株式会社TOP
会場：角間キャンパス南地区

学
生
が
電
気
自
動
車（
E
V
）に
触
れ
、
考
え
る
機

会
と
し
て
、
株
式
会
社
T
O
P
の
モ
ー
タ
ー
を
搭

載
し
た
小
型
E
V
を
試
乗
し
、
議
論
す
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
施
し
ま
し
た
。学
生
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
構

内
道
路
で
小
型
E
V
の
乗
り
心
地
を
体
感
し
た

後
、
同
社
の
方
々
と
意
見
交
換
。各
自
感
想
を
共
有

し
な
が
ら
、過
疎
地
域
で
の
活
用
や
、欧
州
の
活
用

事
例
の
日
本
へ
の
転
用
な
ど
、
地
域
や
世
界
に
目

を
向
け
議
論
が
深
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
2
0
2
3
年
1
月
か
ら
同
社
と
の
連
携
事

業
が
ス
タ
ー
ト
。「
北
陸
新
幹
線
越
前
た
け
ふ
駅
周

辺
で
の
小
型
E
V
活
用
」を
テ
ー
マ
に
、
学
生
5
名

が
活
用
プ
ラ
ン
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

雑談のチカラは、金沢大学の教職員・学生と地域・社会との共創の契機として、自由な語り合い（雑談）の場を創出

する全学的交流事業です。職種・業種や立場などに捉われない「雑談」により、学生のキャリア形成、教職員および

協力団体・個人のアイデア創出、ネットワーク構築につなげます。

Project : AERUでは、篠田隆行准教授が進行役となり、学生が地域・社会との接点を持つきっかけとして、1年を

通してさまざまな「雑談のチカラ」を実施しました。

学生17名
ゲスト1名

次の未来に向けて雑談！ キャンパスで小型EV試乗

「働いてみたい職場」とは？ 地元企業経営者と対話

学生14名
ゲスト6名

学生12名
ゲスト4名

× Project : AERU

Project Report1

0607　雑談のチカラ × Project:AERU
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本
学
O
B
の
石
田
健
悟
氏
が
学
生
の
質
問

に
応
え
る
「
対
話
型
セ
ミ
ナ
ー
」
の
形
式

を
採
り
ま
し
た
。「
大
学
時
代
に
や
る
べ
き

こ
と
」
と
い
う
問
い
に
対
し
、
石
田
氏
は

当
時
の
生
活
や
ラ
グ
ビ
ー
部
で
の
思
い
出

を
振
り
返
り
な
が
ら
、「
一
番
は
英
語
だ
が
、

い
ろ
い
ろ
な
人
と
関
わ
る
こ
と
も
大
事
。

新
天
地
で
刺
激
を
得
て
、
仲
間
を
増
や
す

と
い
い
」
と
答
え
ま
し
た
。
ま
た
石
田
氏

は
「
人
生
を
楽
し
む
秘
訣
は
人
を
楽
し
ま

せ
る
こ
と
」
と
説
き
、「
そ
の
た
め
に
自
分

も
楽
し
む
。
そ
の
好
循
環
が
人
生
を
豊
か

に
す
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式

で
、「
北
陸
の
人
々
の
暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る

生
活
者
視
点
の
決
済
サ
ー
ビ
ス
」を
テ
ー
マ
に
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
手
法
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
と
な
る

「
ペ
ル
ソ
ナ
」
を
設
定
し
た
上
で
、
周
囲
の
金

銭
の
流
れ
や
生
活
で
の
不
安
・
不
満
な
ど
を
想

定
し
な
が
ら
、
そ
の
解
決
に
必
要
な
決
済
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
ま
し

た
。
続
く
雑
談
パ
ー
ト
で
は
、
学
生
は
ゲ
ス
ト

の
方
々
に
多
く
の
質
問
を
投
げ
か
け
、
就
職
活

動
や
キ
ャ
リ
ア
な
ど
、
将
来
の
イ
メ
ー
ジ
を
膨

ら
ま
せ
ま
し
た
。

雑談のチカラ「DXと地方創生！デジタルで紡ぐ未来」
ゲスト：林 裕也氏、中澤 亜希子氏（株式会社NTTデータ
 第三金融事業本部決済ITサービス事業部）
協力：株式会社NTTデータ
会場：YABU&CAFÉ丹（角間キャンパス）

地
域
交
流
牧
場
全
国
連
絡
会（
北

陸
ブ
ロ
ッ
ク
）と
の
連
携
事
業
に

「
雑
談
の
チ
カ
ラ
」
の
手
法
を
取

り
入
れ
、意
見
交
換
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

「
地
域
に
お
け
る
牧
場
の
役
割
へ

の
理
解
」「
牛
乳
の
価
値
向
上
」の

た
め
の
有
効
な
情
報
発
信
を

テ
ー
マ
に
、酪
農
の
課
題
解
決
に

向
け
た
ア
イ
デ
ア
を
検
討
し
ま

し
た
。

金沢大学OBと語り合う「充実した大学生活」

雑談を通じて酪農の課題解決へ伝統工芸の発信に向け意見交換

IT活用で地域活性化！ ハイブリッドで雑談

地域交流牧場全国連絡会連携事業 第2弾「雑談のチカラ」
協力：地域交流牧場全国連絡会（北陸ブロック）
会場：かくまちプラザ（角間キャンパス）

南
砺
市
学
生
サ
ポ
ー
タ
ー
事
業

で
も
「
雑
談
の
チ
カ
ラ
」
の
形
式

で
、学
生
が
伝
統
工
芸
の
職
人
の

方
々
と
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

学
生
サ
ポ
ー
タ
ー
一
行
は
南
砺
市

の
企
業
2
社
を
訪
れ
、職
人
の

方
々
か
ら
伝
統
工
芸
の
製
造
工
程

を
学
び
な
が
ら
、「
南
砺
の
逸
品
」

の
ギ
フ
ト
ボ
ッ
ク
ス
セ
ッ
ト
の
販

売
拡
大
策
を
検
討
し
ま
し
た
。

南砺市学生サポーター応援活動「伝統工芸体感＆意見交換」
協力：南砺市役所
会場：株式会社松井機業、一般財団法人五箇山和紙の里

舞台はテレビ局！
「情報発信の極意」とは！？

A
E
R
U
と
し
て
初
の
学
外
開
催
と

な
っ
た
N
H
K
金
沢
放
送
局
で
の
「
雑

談
の
チ
カ
ラ
」。
学
生
た
ち
は
収
録
ス

タ
ジ
オ
や
編
集
室
な
ど
を
見
学
し
、
番

組
制
作
の
裏
側
を
体
感
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
同
局
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
方
々
と

「
あ
な
た
が
N
H
K
会
長
な
ら
ど
ん
な

事
業
を
展
開
す
る
？
」「『
自
分
ら
し
い

／
多
様
な
価
値
観
』
を
伝
え
る
に
は
？
」

を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
。「
視
聴
者
の

気
分
に
応
じ
て
コ
ン
テ
ン
ツ
を
配
信
」

「
自
分
の
本
音
を
安
心
し
て
伝
え
ら
れ

る
対
面
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
」
な
ど
、

学
生
の
ア
イ
デ
ア
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。

雑談のチカラ「伝える！ 伝わる？ “情報発信の極意”」
協力・会場：NHK金沢放送局

「無印良品の地域事業」に
アイデア提案

新
店
舗
「
無
印
良
品 

羽
咋
宝
達
志

水
」
の
開
店
を
踏
ま
え
、「
あ
な
た

が
店
長
な
ら
ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
を

届
け
る
？
」
を
テ
ー
マ
に
ア
イ
デ

ア
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

「
1
回
分
の
化
粧
品
サ
ン
プ
ル
が
充

実
す
る
と
購
入
し
た
い
」「
キ
ャ
ン

プ
や
ピ
ク
ニ
ッ
ク
な
ど
、
買
い
物

以
外
の
目
的
が
実
現
で
き
る
店
舗

だ
と
立
ち
寄
り
た
く
な
る
」「
千
里

浜
海
岸
が
あ
る
の
で
、
ド
ラ
イ
ブ

旅
行
者
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
が
充
実

す
る
と
地
域
も
活
性
化
す
る
」
と

い
っ
た
ア
イ
デ
ア
が
提
案
さ
れ
、

場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

雑談のチカラ「MUJIの最前線 -地域で芽吹くアイデアのタネ-」
ゲスト：飯島 輝氏（株式会社良品計画営業本部北陸事業部長）ほか同社社員2名
協力：株式会社良品計画営業本部北陸事業部
会場：YABU&CAFÉ丹（角間キャンパス）

雑談のチカラ「金大OBと語る！キャンパスライフ充実の秘訣」
ゲスト：石田 健悟氏（UBS銀行ウェルス・マネジメント本部長）
協力：合同会社北陸つどいフォーラム
会場：YABU&CAFÉ丹（角間キャンパス）

学生19名
ゲスト1名

学生計13名
ゲスト26名

学生15名
ゲスト3名

学生9名
ゲスト2名

学生21名

学生12名

詳しくは
P.22-23を参照！

詳しくは
P.15を参照！

0809　雑談のチカラ × Project:AERU



普段なかなか聞くことがない大学生の「本音」。
大学生活、就職活動、コロナ禍、人との出会い。

ざっくばらんな「雑談」で、篠田先生が聞き出します！

教員
学生

大人たちと出会い、成長する金沢大生の姿を見て、ふと
自身の大学時代を思い出しました。学部、学年、出身地も
違う仲間と、時間も気にせず語り合う。そんな学生の特権
とも言える「雑談」の機会が、コロナ禍では極端に減りま
した。イノベーションは、新たな出会いから生まれるもの
です。雑談のチカラを契機に、難しい時代の人づくりに尽
力する金沢大学。教職協働の一つの在り方を垣間見なが
ら、今後も一層多くの学生が成長し、巣立っていくことを
願っています。

大学が学生に何を提供できるかが、以前よりも問われる
時代になりました。人生の中でも彩り鮮やかな時期であ
る大学生活に影響を与えるのは、師か、友か、それとも4
年間を過ごした場所か。金沢大学が角間キャンパスに移
転してから、街のささやきは聞こえにくくなりましたが、金
沢の息吹を届けようと企画されたのが「雑談のチカラ」な
のでしょう。この地域のエッセンスを継ぐ人々が登場する
からです。そこには私の時代にはない「出会い」があると
期待しています。

を
想
像
し
て
ほ
し
か
っ
た
ん
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
大
学
の
役
割

対
面
だ
か
ら
こ
そ
得
ら
れ
る
も
の

篠
田

　九
曜
さ
ん
は
今
ま
さ
に
就
職
活
動
中
で
す
が
、
先
輩

と
し
て
2
人
に
ア
ド
バ
イ
ス
は
？

九
曜

　2
人
と
も
積
極
的
だ
か
ら
、
今
頑
張
っ
て
い
る
こ
と

を
続
け
た
ら
き
っ
と
大
丈
夫
。
就
活
で
よ
く
言
わ
れ
る
「
ガ

ク
チ
カ
（
学
生
時
代
に
力
を
入
れ
て
き
た
こ
と
）」
は
「
ど

ん
な
課
題
を
持
っ
て
、
ど
ん
な
想
い
で
、
ど
う
行
動
し
た
か
」

が
ポ
イ
ン
ト
ら
し
い
よ
。

藤
井

　就
活
中
に
困
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
？

九
曜

　中
学
・
高
校
時
代
の
質
問
を
さ
れ
て
、
驚
い
た
な
。

自
己
分
析
も
、
場
慣
れ
も
大
事
だ
ね
。

篠
田

　普
段
か
ら
い
ろ
ん
な
大
人
と
話
す
機
会
が
あ
る
と
、

就
活
で
も
気
後
れ
し
な
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
、
雑
談
の

チ
カ
ラ
を
有
効
活
用
し
た
ら
い
い
と
思
う
よ
。
今
年
度
参
加

し
て
、
良
か
っ
た
企
画
、
今
後
や
り
た
い
企
画
は
あ
る
？

古
川

　他
学
類
の
人
も
、
違
う
学
年
の
人
も
、
全
然
知
ら
な

い
人
と
話
せ
る
の
が
楽
し
い
で
す
。
九
曜
さ
ん
と
も
雑
談
の

チ
カ
ラ
で
仲
良
く
な
り
ま
し
た
。
同
じ
グ
ル
ー
プ
で
話
す
時

間
が
多
い
の
で
、
別
グ
ル
ー
プ
の
人
と
も
っ
と
話
す
機
会
が

あ
る
と
嬉
し
い
か
な
。

金
沢
大
生
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ

「
雑
談
の
チ
カ
ラ
」
に
参
加
し
て

篠
田

　古
川
さ
ん
は
1
年
生
。
大
学
生
活
は
ど
う
？

古
川

　大
学
は
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
選
ん
で
、
取
り
組

め
る
環
境
だ
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
意
識
し
て
行
動
し
な
い

と
、
ダ
ラ
ダ
ラ
し
ち
ゃ
い
ま
す
（
笑
）

篠
田

　普
段
か
ら
意
識
し
て
い
る
こ
と
は
あ
る
？

古
川

　興
味
を
持
っ
た
こ
と
に
は
、
で
き
る
だ
け
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
初
め
て
雑
談
の
チ
カ
ラ
に
参
加
し
た
と
き
も
、

「
社
長
さ
ん
と
話
せ
る
」
と
聞
い
て
驚
き
ま
し
た
。

篠
田

　中
村
留
精
密
工
業
株
式
会
社
さ
ん
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

す
ね
。

古
川

　社
長
さ
ん
も
社
員
さ
ん
も
と
て
も
気
さ
く
な
方
で

話
し
や
す
か
っ
た
で
す
。
1
年
生
で
社
長
さ
ん
と
話
す
機
会

は
少
な
い
の
で
、
と
て
も
貴
重
な
経
験
で
し
た
。

篠
田

　そ
れ
は
良
か
っ
た
。
藤
井
さ
ん
は
？  

株
式
会
社
良

品
計
画
さ
ん
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
ま
し
た
が
。

藤
井

　当
日
は
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
し
た
よ
ね
。
ア
イ
デ
ア

を
出
し
合
っ
て
、
面
白
か
っ
た
で
す
。
私
は
法
学
類
の
サ
ー

ク
ル
で
、
中
高
生
に
法
学
の
基
礎
を
教
え
て
い
ま
す
。
企
画

の
と
き
に
感
じ
る
の
は
、
同
じ
学
類
同
士
で
も
、
専
門
が
違

え
ば
考
え
方
も
違
う
こ
と
。
雑
談
の
チ
カ
ラ
の
と
き
も
同
じ

よ
う
な
印
象
で
し
た
。

篠
田

　考
え
が
違
っ
て
も
、
互
い
の
意
見
が
刺
激
に
な
っ
て

ア
イ
デ
ア
が
出
る
ん
で
す
よ
ね
。
九
曜
さ
ん
は
？

九
曜

　石
田
健
悟
さ
ん
と
の
雑
談
で
、
印
象
的
だ
っ
た
言
葉

が
あ
っ
て
。
メ
モ
し
て
あ
る
ん
で
す（
笑
）「
全
力
疾
走
」「
努

力
と
愛
嬌
」「
反
省
す
る
け
ど
後
悔
し
な
い
」。

篠
田

　彼
の
言
葉
は
響
き
ま
し
た
よ
ね
。
そ
の
回
は
、
大
学

O
B
と
の
対
話
を
通
し
て
、皆
さ
ん
に
自
分
の
「
将
来
の
姿
」

藤
井

　真
っ
暗
な
状
態
で
会
話
す
る
と
、
良
い
ア
イ
デ
ア
が

生
ま
れ
る
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。初
め
は
真
っ
暗
で
、

自
己
紹
介
が
終
わ
っ
た
ら
部
屋
を
明
る
く
し
て
、
初
め
て
相

手
の
顔
が
分
か
る
、
と
か
。

篠
田

　そ
の
企
画
、
面
白
い
ね
。
来
年
度
は
、
一
度
は
真
っ

暗
で
や
り
ま
し
ょ
う
か
（
笑
）
マ
ス
ク
生
活
で
、
相
手
の
顔

が
分
か
ら
な
い
。
コ
ロ
ナ
禍
も
同
じ
で
す
よ
ね
。
大
学
生
活

に
影
響
は
あ
り
ま
す
か
？

九
曜

　同
じ
メ
ン
バ
ー
と
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
コ
ロ
ナ

が
な
か
っ
た
ら
、
も
っ
と
い
ろ
ん
な
人
と
仲
良
く
な
れ
た
気

が
し
ま
す
。
人
と
直
接
話
せ
る
こ
と
に
、
幸
せ
を
感
じ
ま
す

ね
。

藤
井

　昔
持
っ
て
い
た
大
学
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
人
が
集
ま
っ

て
何
か
を
す
る
「
居
場
所
」。
今
は
大
学
に
滞
在
す
る
時
間

が
少
な
く
感
じ
ま
す
。授
業
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
良
い
け
ど
、

何
か
を
経
験
・
体
験
す
る
に
は
「
対
面
あ
り
き
」
だ
と
思
う
。

篠
田

　そ
う
で
す
ね
。
大
学
は
学
生
の
居
場
所
で
あ
り
、
出

会
い
の
場
所
で
も
あ
る
。
来
年
度
、
皆
さ
ん
は
ど
ん
な
大
人

と
出
会
い
、
話
し
た
い
で
す
か
？

藤
井

　3
年
生
に
な
る
の
で
、
就
活
を
意
識
す
る
な
ら
、
企

業
の
人
か
ら
も
っ
と
話
が
聞
き
た
い
で
す
。

九
曜

　そ
う
思
う
と
、
株
式
会
社
N
T
T
デ
ー
タ
さ
ん
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
良
か
っ
た
な
。
大
手
企
業
で
活
躍
し
て
い
る

方
々
と
直
接
話
せ
て
良
い
経
験
で
し
た
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

も
、
い
ろ
ん
な
意
見
が
出
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

古
川

　私
は
職
人
さ
ん
の
お
話
が
聞
い
て
み
た
い
で
す
。
普

段
ど
ん
な
ふ
う
に
仕
事
を
し
て
い
る
か
気
に
な
り
ま
す
。

篠
田

　ち
ょ
う
ど
良
か
っ
た
。
来
年
度
は
、
企
業
の
方
と
気

軽
に
話
せ
る
機
会
や
、
学
生
の
皆
さ
ん
が
普
段
接
す
る
こ
と

が
な
い
よ
う
な
料
理
人
さ
ん
と
の
雑
談
な
ど
も
考
え
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ
い
。

日本経済新聞社
金沢支局長
いしぐろ かずひろ

石黒 和宏さん

北陸朝日放送株式会社
ディレクター（元副理事）
きたむら    ま   み

北村 真美さん

ふじ い  りょうすけ

藤井 亮介さん
人間社会学域 法学類 2年
富山県富山市出身

ふるかわ

古川 こはるさん
融合学域 先導学類 1年
大阪府茨木市出身

く よ う  け いこ

九曜 慶子さん
人間社会学域 経済学類 3年
富山県射水市出身

しの だ たかゆき

篠田 隆行先生

先端科学・社会共創推進機構
准教授

熱いメッセージを送る石田健悟氏
（UBS銀行／本学OB）

学生の質問に応じる林裕也氏
（株式会社NTTデータ）
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富山市

① 6/17 南砺市学生サポーター任命式

② 7/5 応援活動ガイダンス（1）

③ 7/7 応援活動ガイダンス（2）

④ 8/29 焼き畑体験＆赤カブ種まき

⑤ 9/1 福野東部フィールドワーク

⑥ 9/12 商品開発見学ツアー

⑦ 9/29 農作業&地域文化体験

⑧ 10/2 地域交流＆イモ掘り体験

⑨ 10/8 五箇山合掌の里世界遺産フォーラム

⑩ 10/30 わいわい広場 in 東部交流の日

⑪ 11/25 赤カブ収穫

⑫ 1/17 伝統工芸体感＆意見交換（1）

⑬ 1/18 伝統工芸体感＆意見交換（2）

①②③
金沢大学角間キャンパス

④⑦⑨⑪
五箇山合掌の里
世界遺産「五箇山菅沼合掌造り集落」

⑦⑬
世界遺産「五箇山相倉合掌造り集落」
一般財団法人五箇山和紙の里

⑤⑧⑩
福野東部交流センター
ふくの里農産物直売所
福野上町通り

⑥
井波彫刻総合会館
芸術の森公園
テラまち雑貨店⑥

道の駅福光

⑥⑫
南砺市クリエイタープラザ「桜クリエ」

株式会社松井機業

金沢市

白山市

富山県 南砺市

福光地域

福野地域

井波地域

井口地域

城端地域

平地域

上平地域
利賀地域

2014年12月に締結した金沢大学と富山県南砺市との包括連携協定に基づき、
Project: AERUと同市の関係人口施策「南砺市応援市民」制度との官学連携事業の一環として
今年度新たにスタート。金沢大生42名が、地域の魅力発信や課題解決に取り組んでいます。

会場：かくまちプラザ（角間キャンパス）
ゲスト：道宗 学紀氏
　　　（南砺市総合政策部政策推進課）

南
砺
市
総
合
政
策
部
政
策
推
進
課
の
道
宗
学
紀
氏
が
、

同
市
の
特
徴
や
課
題
、
今
回
の
サ
ポ
ー
タ
ー
事
業
の

実
施
経
緯
に
つ
い
て
説
明
す
る
と
と
も
に
、
学
生
サ

ポ
ー
タ
ー
が
取
り
組
む
3
つ
の
応
援
活
動
の
枠
組
み

「
地
域
資
源
『
五
箇
山
か
ぶ
ら
』
の
活
用
」「
住
民
自

治
の
ま
ち
づ
く
り
支
援
」「
産
業
の
魅
力
発
信
・
商
品

開
発
」
を
紹
介
し
ま
し
た
。

そ
の
後
の
交
流
会
で
、
学
生
た
ち
は
自
己
紹
介
や
本

事
業
に
対
す
る
想
い
を
語
り
合
い
、
親
睦
を
深
め
な

が
ら
応
援
活
動
へ
の
熱
意
を
高
め
ま
し
た
。

会場：総合教育講義棟（角間キャンパス）
参席者：田中 幹夫 南砺市長、山岸 雅子 金沢大学理事

山
岸
雅
子
金
沢
大
学
理
事
が
見

守
る
中
、田
中
幹
夫
南
砺
市
長

が
「
南
砺
市
を
舞
台
に
、
市
民

と
一
緒
に
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に

挑
戦
し
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
、

サ
ポ
ー
タ
ー
の
代
表
学
生
に
任

命
状
を
授
与
し
ま
し
た
。

ま
た
、
式
典
前
に
は
田
中
市
長

が
特
別
講
演
し
、
同
市
の
取
り

組
み
や
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
を

紹
介
し
た
後
、
学
生
の
活
動
に

よ
る
地
域
活
性
化
や
若
者
目
線

で
の
魅
力
発
信
な
ど
、
今
後
応

援
活
動
に
取
り
組
む
学
生
サ

ポ
ー
タ
ー
の
活
躍
に
期
待
を
寄

せ
ま
し
た
。

 南砺市学生サポーター 任命式

南砺市って？

南砺市学生サポーター 応援活動ガイダンス

南砺市は金沢市のすぐ隣で、富山県南西端に位置します。美しい散居村が広がる平野部から、世界遺産「五箇山
合掌造り集落」を有する山間部まで、豊かな自然の中に懐かしく美しい日本の原風景が広がるまちです。また、
豊かな風土に育まれた多様な伝統文化、食文化、芸術文化が展開されており、国内外にファンが多い地域です。

学生29名

学生27名 南砺市学生サポーター応援活動一覧

南砺市学生サポーター
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地域が継承する歴史・文化に着目し、その魅力を発信南砺市における「住民による小規模多機能自治」をサポート

地域資源「五箇山かぶら」の活用

焼き畑体験＆赤カブ種まき／農作業&地域文化体験／赤カブ収穫

10月8日、世界遺産条約50周年と日本条約締結30周年を
記念し、世界遺産（文化・自然）について考える本フォーラ
ムが開催され、市民と共に学生サポーターも参加しまし
た。世界遺産の専門家による講演のほか、学生と専門家、富
山県立南砺平高等学校の生徒が集い、「五箇山地域の世界
遺産の未来」をテーマに意見交換。学生からは「地域内外が
一体になって世界遺産を発信・継承する大切さを知った。
私も世界遺産の発信をサポートしたい」など、意欲的な意
見が多く挙がりました。

この事業に参加した目的は、学生さんに五
箇山に来て、五箇山のことを知ってほし
かったからです。年々人口が減る中で、地
域の関係人口を増やしていきたい。そうす
ることで、地域が明るく元気になることが、
この事業の良い点だと感じます。今後は学
生さんと我々地域住民が深く温かくつな
がれるような活動を行いたいです。

地
域
の
伝
統
工
芸
を
知
る
た
め
、
9
月
に
市
内
の
見

学
ツ
ア
ー
を
実
施
。木
彫
刻
で
有
名
な
井
波
地
域
で
、

展
示
施
設
や
雑
貨
店
を
訪
れ
、
取
り
組
み
の
説
明
を

受
け
な
が
ら
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

翌
年
1
月
に
は
、
同
市
の
ブ
ラ
ン
ド
商
品
を
集
め
た

「
南
砺
の
逸
品
」
の
ギ
フ
ト
ボ
ッ
ク
ス
セ
ッ
ト
の
販
売

促
進
に
向
け
、
出
品
企
業
の
職
人
と
学
生
が
意
見
交

換
。工
房
見
学
で
伝
統
工
芸
の
魅
力
に
触
れ
た
後
、
学

生
か
ら
は
「
工
房
の
雰
囲
気
や
職
人
の
想
い
を
直
接

伝
え
る
体
験
ツ
ア
ー
」「
職
人
の
顔
や
製
造
過
程
が
伝

わ
る
広
報
物
」「
伝
統
工
芸
が
気
軽
に
楽
し
め
る
手
作

り
キ
ッ
ト
」
な
ど
の
ア
イ
デ
ア
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
ア
イ
デ
ア
は
、「
南
砺
の
逸
品
」
の
広
報
や
販

売
拡
大
策
の
検
討
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

特定非営利活動法人
雪峯倶楽部代表
まつふる まこと

松古 誠さん

福野東部地区振興会
東部おもろいこと部会
部会長
はしづめ  ひろき

橋爪 央樹さん

五
箇
山
の
伝
統
野
菜
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
た
め
、赤
カ
ブ
の
在
来
品

種
「
五
箇
山
か
ぶ
ら
」
の
栽
培
に
取
り
組
み
ま
し
た
。標
高
約
7
5
0

メ
ー
ト
ル
の
畑
に
赴
き
、
８
月
に
は
伝
統
農
法
の
焼
き
畑
と
種
ま
き

を
、
9
月
に
は
新
芽
の
間
引
き
作
業
を
体
験
。地
元
の
農
業
者
か
ら
焼

き
畑
や
高
地
栽
培
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
な
が
ら
、
農
作

業
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。11
月
末
に
は
、成
長
し
た
赤
カ
ブ
を
収
穫
し
、寒

暖
差
で
増
し
た
甘
味
と
美
味
し
さ
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

ま
た
、農
作
業
の
合
間
に
は
、五
箇
山
相
倉
・
菅
沼
の
合
掌
造
り
集
落
を
訪

れ
、
合
掌
造
り
家
屋
の
屋
根
の
ふ
き
替
え
作
業
の
現
場
を
見
学
す
る
な
ど
、

職
人
の
伝
統
の
技
と
地
域
特
有
の
文
化
を
体
感
し
ま
し
た
。

協力：特定非営利活動法人雪峯倶楽部
会場：五箇山合掌の里、菅沼合掌造り集落、相倉合掌造り集落

住民自治のまちづくり支援

伝統工芸の商品開発・広報活動に向けてアイデア提案

福野東部フィールドワーク／地域交流＆イモ掘り体験／わいわい広場 in 東部交流の日

商品開発見学ツアー／伝統工芸体感＆意見交換

会場：井波彫刻総合会館、芸術の森公園、テラまち雑貨店、道の駅福光、
　　  南砺市クリエイタープラザ「桜クリエ」、株式会社松井機業、一般財団法人五箇山和紙の里

産業の魅力発信・商品開発

五箇山合掌の里世界遺産フォーラム

コロナが落ち着いて地域活動が再スタートを切
る中、金沢大学の学生さんがやって来たことで、
地域に活気が出たように感じます。行事運営に真
面目に取り組みながら、地域の子どもたちと近い
距離感で交流してくれました。今回は体験がメイ
ンでしたが、来年度は行事の企画から一緒に考
えるなど、地域活動により深く関わってほしいで
す。来年度の学生さんにも期待しています。

学生2名

学生8名

学生4名

学生12名

学生5名

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
に
積
極
的
に
取
り

組
む
福
野
東
部
地
区
で
、
学
生
た
ち
は
市
民

活
動
を
支
援
し
ま
し
た
。
9
月
の
施
設
見
学

と
意
見
交
換
に
始
ま
り
、
10
月
に
は
毎
年
恒

例
の
地
域
行
事「
さ
つ
ま
い
も
掘
り
」に
参
加
。

行
事
運
営
を
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
、市
民
と

イ
モ
掘
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
10
月
末
に
は
地
域
の
秋
祭
り
「
わ
い
わ

い
広
場 

」
に
参
加
し
、
学
生
た
ち
は
子
ど
も

向
け
ブ
ー
ス
の
運
営
を
担
当
。
出
店
や
昔
の

遊
び
の
体
験
を
通
じ
て
子
ど
も
や
保
護
者
と

楽
し
く
交
流
し
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

協力：福野東部地区振興会　　会場：福野東部交流センター、ふくの里農産物直売所、福野上町通り

学生5名

学生9名

学生10名学生2名
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五
箇
山
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス 

助
市

す

　け

　ち

す ず き  はるか

鈴木 晴日さん
総合教育部（文系）１年
岐阜県多治見市出身

なかしま  ゆういちろう

中島 優一朗さん
融合学域 先導学類 １年
石川県金沢市出身

やぎした  な な み

柳下 七美さん
理工学域 地球社会基盤学類 3年
神奈川県川崎市出身

2018年度から、金沢大学は南砺市平地区の棚田オーナー事業に
「金沢大学セミナーハウス 助市」名義でオーナー登録しています。
2022年度は、5月に田植えを、9月に稲刈りとハサ掛けを体験。
五箇山相倉合掌造り集落内の棚田で、昔ながらの農作業に取り
組み、地域住民やボランティアスタッフ、他の棚田オーナーと交流
を深めました。また、田植えの後には五箇山和紙の紙すきも体験
し、職人の指導の下、各々が決めたデザインで自分好みの和紙を
仕上げました。
11月の収穫祭では、五箇山で採れた食材を使い、赤カブ料理や五
平餅づくり、そば打ちを体験した後、地域住民と完成した料理を
囲み、一緒に収穫の恵みを味わいました。その合間、富山県立南
砺平高等学校の郷土芸能部が郷土芸能「越中五箇山民謡」を披
露し、学生たちは生の演舞の素晴らしさに心打たれていました。

施設紹介

金
沢
大
学
は
2
0
1
4
年
12
月
に
南
砺
市
と
包
括
連
携
協
定
を

締
結
し
、
地
域
の
活
性
化
お
よ
び
課
題
解
決
、
さ
ら
に
本
学
の

教
育
・
研
究
・
地
域
連
携
の
一
層
の
発
展
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。
2
0
1
6
年
4
月
に
は
同
市
の
協
力
を
得

て
、
世
界
遺
産
で
あ
る
五
箇
山
相
倉
合
掌
造
り
集
落
内
の
家
屋

を
改
修
し
、
金
沢
大
学
五
箇
山
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
「
助
市
」
を

開
設
し
ま
し
た
。
合
掌
造
り
茅
ぶ
き
の
建
物
内
に
は
、
多
目
的

ス
ペ
ー
ス
や
和
室
の
ほ
か
、
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー
ム
も
完
備
。
本
学

の
活
動
拠
点
の
一
つ
と
し
て
、
教
育
・
研
究
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
お
よ
び
サ
ー
ク
ル
活
動
、
市
民
向
け
講
座
な
ど
に
利
用
さ
れ
、

学
生
の
成
長
の
場
、
さ
ら
に
は
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
「
場
」

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

学生

素
材
を
活
か
し
た

伝
統
野
菜
の
魅
力
発
信

8
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、
伝
統
野
菜「
五
箇
山
か
ぶ
ら
」

の
農
作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。初
め
は
、携
帯
電
話
が
つ
な

が
ら
な
い
高
地
で
の
農
作
業
に
戸
惑
い
ま
し
た
が
、
山
間

部
の
寒
暖
差
で
カ
ブ
の
甘
味
が
増
す
こ
と
、
文
化
継
承
に

向
け
て
強
い
種
を
育
て
る
た
め
、
厳
し
い
環
境
で
栽
培
し

て
い
る
こ
と
を
教
わ
り
ま
し
た
。採
れ
た
て
の
カ
ブ
は
生

で
食
べ
て
も
柔
ら
か
く
、
甘
く
て
と
て
も
美
味
し
か
っ
た

で
す
。家
で
い
ろ
ん
な
調
理
法
を
試
し
ま
し
た
が
、オ
ス
ス

メ
は
素
材
の
良
さ
が
楽
し
め
る
サ
ラ
ダ
。現
地
で
採
れ
た

て
を
サ
ラ
ダ
パ
ッ
ク
な
ど
で
売
り
出
す
と
、
彩
り
の
良
さ

も
美
味
し
さ
も
届
け
ら
れ
ま
す
。手
間
の
か
か
る
栽
培
工

程
、
作
り
手
の
こ
だ
わ
り
や
苦
労
も
含
め
て
伝
え
ら
れ
れ

ば
、五
箇
山
か
ぶ
ら
の
魅
力
は
も
っ
と
輝
く
と
思
い
ま
す
。

こ
だ
わ
り
と
温
か
い
人
柄

交
流
し
て
感
じ
た「
心
遣
い
」

幼
少
期
に
住
ん
で
い
た
石
川
県
能
登
地
域
。
南
砺
市
に

行
っ
て
み
る
と
、
人
と
人
と
の
距
離
が
近
く
、
出
会
っ
た

人
々
の
温
か
さ
も
あ
っ
て
、
能
登
と
の
多
く
の
共
通
点
を

感
じ
ま
し
た
。
応
援
活
動
で
特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
が
、

福
野
東
部
地
区
で
出
会
っ
た
、
地
元
和
菓
子
屋
の
店
長
さ

ん
で
す
。「
メ
イ
ン
メ
ニ
ュ
ー
は
店
の
外
で
売
ら
な
い
」

こ
だ
わ
り
、
学
生
の
私
に
ず
っ
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
る

人
柄
に
、
目
の
前
の
お
客
さ
ん
を
大
切
に
す
る
心
遣
い
を

感
じ
ま
し
た
。
ホ
テ
ル
で
の
ア
ル
バ
イ
ト
で
、
接
客
の
難

し
さ
を
常
日
頃
感
じ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
心
動
か
さ
れ
た

ん
だ
と
思
い
ま
す
。
活
動
で
の
心
残
り
は
、
地
域
の
子
ど

も
た
ち
と
も
っ
と
深
く
交
流
し
た
か
っ
た
こ
と
。
来
年
度

は
、
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
段
階
か
ら
携
わ
り
た
い
で
す
。

地
域
で
感
じ
た「
地
元
愛
」

思
い
を
伝
え
る
大
切
さ

五
箇
山
、福
野
東
部
、井
波
、福
光
。応
援
活
動
で
南
砺
市
の

さ
ま
ざ
ま
な
場
所
を
巡
り
、
そ
の
歴
史
の
深
さ
と
伝
統
文

化
の
豊
か
さ
に
触
れ
ま
し
た
。中
学
・
高
校
と
美
術
部
だ
っ

た
私
は
、井
波
の
木
彫
刻
が
印
象
的
で
、4
年
に
一
度
国
際

的
な
祭
典
が
開
催
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

ま
た
応
援
活
動
で
は
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
と
直
接
話
す

機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。郷
土
料
理
を
教
え
て
く
れ
た
小

学
生
、伝
統
芸
能
に
熱
心
に
取
り
組
む
高
校
生
。そ
の
一
人

一
人
か
ら
地
元
へ
の
愛
情
が
感
じ
ら
れ
、
そ
の
真
っ
す
ぐ

な
言
葉
と
ひ
た
む
き
な
姿
に
、
自
分
の
気
持
ち
を
素
直
に

伝
え
る
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。2
年
次
か
ら
は
法
学

類
に
所
属
し
た
い
で
す
。地
域
と
教
育
の
関
係
性
に
も
注

目
し
つ
つ
、少
年
法
を
深
く
学
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

田中幹夫南砺市長と篠田隆行准教授の対談も要チェック!　P.26-27

五箇山の棚田で昔ながらの
農作業を体験！
～みんなで農作業の日 in 五箇山～
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金沢大生×NHK金沢
加賀野菜 魅力発信プロジェクト

体験・ヒアリング

ま
ず
は
、
ヘ
タ
紫
な
す
を
知
る
た
め
、

生
産
者
で
あ
る
き
よ
し
農
園
の
多
田

礼
奈
さ
ん
と
、
普
段
か
ら
加
賀
野
菜

を
取
り
扱
う
老
舗
料
亭
・
つ
ば
甚
料

理
長
の
川
村
浩
司
さ
ん
の
も
と
を
訪

問
。
学
生
た
ち
は
、
収
穫
作
業
や
調

理
を
体
験
し
た
後
、
お
二
人
か
ら
話

を
聞
き
ま
し
た
。
栽
培
の
難
し
さ
な

ど
か
ら
生
産
農
家
が
2
軒
に
減
っ
た

現
状
、
祖
父
か
ら
受
け
継
い
だ
伝
統

野
菜
を
未
来
に
つ
な
ぐ
多
田
さ
ん
の

想
い
、
そ
の
想
い
や
地
域
文
化
を
理

解
し
「
料
理
」
を
届
け
る
川
村
さ
ん

の
心
遣
い
な
ど
、
ヘ
タ
紫
な
す
の
物

語
を
ひ
も
解
き
ま
し
た
。

企画ワークショップ

ヘ
タ
紫
な
す
の
魅
力
発
信
に
向
け
て
、

動
画
の
企
画
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

体
験
で
の
気
づ
き
を
共
有
す
る
中
で
、

多
田
さ
ん
の
想
い
を
川
村
さ
ん
が
受

け
止
め
、「
料
理
」
と
し
て
お
客
さ
ん

に
届
け
る
姿
を
思
い
出
し
、「
つ
な
が

る
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
浮
か
び

上
が
り
ま
す
。

議
論
の
結
果
、
ナ
ス
の
美
味
し
さ
と

お
二
人
の
想
い
を
多
く
の
人
々
に
届

け
た
い
と
い
う
意
図
か
ら
、
ナ
ス
を

バ
ト
ン
に
見
立
て
、
そ
の
魅
力
と
生

産
者
・
料
理
人
の
想
い
を
つ
な
ぐ
動

画
を
制
作
す
る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し

た
。

取材・撮影、動画編集

も
う
一
度
、
多
田
さ
ん
と
川
村
さ
ん

の
話
が
聞
き
た
い
。
そ
の
一
心
で
、

学
生
た
ち
は
お
二
人
の
も
と
を
再
訪

し
ま
し
た
。
バ
ト
ン
の
演
出
に
も
協

力
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い

を
映
像
に
収
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、

人
々
が
ヘ
タ
紫
な
す
を
食
べ
る
姿
な

ど
、
撮
り
た
め
た
映
像
を
学
生
自
ら

編
集
し
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
が

完
成
し
ま
し
た
。

9
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
、
動
画
が

学
生
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
像
と

共
に
テ
レ
ビ
放
映
さ
れ
、
石
川
県
内

ひ
い
て
は
全
国
に
も
ヘ
タ
紫
な
す
の

魅
力
が
伝
わ
り
ま
し
た
。

イベント・ラジオ出演
（8月）（8月）（9月）（10月）

さ
ら
な
る
魅
力
発
信
の
た
め
、
金
沢

市
内
で
開
催
さ
れ
た
「
第
43
回
石
川

の
農
林
漁
業
ま
つ
り
」
の
ス
テ
ー
ジ

に
、
今
回
の
学
生
た
ち
が
ゲ
ス
ト
登

壇
。
多
く
の
来
場
者
に
向
け
て
、
ヘ

タ
紫
な
す
の
美
味
し
さ
や
動
画
の
見

ど
こ
ろ
を
語
り
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
2
日
前
に
は
、
N
H
K

金
沢
の
ラ
ジ
オ
番
組
「
じ
わ
も
ん
ラ

ジ
オ
」
に
学
生
が
生
出
演
し
、
動
画

制
作
の
話
題
か
ら
ス
テ
ー
ジ
登
壇
へ

の
意
気
込
み
、
多
田
さ
ん
と
の
ト
ー

ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
至
る
ま
で
、
ス
タ

ジ
オ
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

2021年度に引き続き、今年度もNHK金沢との連携プロジェクトを

実施しました。前回は「石川県の最北端の隠れた魅力」をテーマに

珠洲市の魅力を発信した金沢大生。今年度はメンバーを総入れ替

えし、学域・学類、出身地、興味・関心も違う学生たちが、加賀野菜

「ヘタ紫なす」の魅力を発信しました。

学生5名

NHK金沢連携事業
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金沢市のものづくり会社・bibibiと共同で「端材を活用した商品開発」に取り組みました。
商品の企画や製造、商談現場の体験により、

学生のより実践的なアントレプレナーシップ体得につなげます。

b
i
b
i
b
i
の
担
当
ス
タ
ッ
フ
が
、本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
目
標
と
し
て
、9
月

に
開
催
さ
れ
る
国
際
見
本
市
「
東
京
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ギ
フ
ト
・
シ
ョ
ー

秋
2
0
2
2
」
で
の
出
品
を
掲
げ
、
商
品
ア
イ
デ
ア
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
を
説

明
し
ま
し
た
。

学
生
た
ち
は
、
同
社
が
試
作
し
た
キ
ャ
ン
プ
道
具
「
バ
ト
ニ
ン
グ
ロ
ッ
ド
」
を
題

材
に
、
実
際
に
使
い
心
地
な
ど
を
試
し
な
が
ら
、
そ
の
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
を
議

論
し
、
商
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
落
と
し
込
み
ま
し
た
。

目指すは「国際見本市」出品！ 商品開発ワークショップ

東京ビッグサイトで開催された本イベントに、学生も出展者
ゲストとして参加しました。当日は、公益財団法人石川県産
業創出支援機構の出展ブースの一画にあるbibibiコーナーを
訪問。今回のプログラムで取り扱った商品が実際に展示され、
同社スタッフがディーラーと商談する様子を見学しました。
また、学生は会場内のさまざまな出展ブースを回り、商品の
開発経緯やアピールポイントを聞き取り調査し、各社の商品
開発のストーリーを実感しました。

学生がリアルな商談現場を体験

学生

ー  

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
理
由
は
？

古
波
倉

　石
川
県
の
こ
と
が
も
っ
と
知
り
た
い
、
今
後
の

選
択
肢
を
広
げ
る
た
め
、
今
し
か
で
き
な
い
こ
と
に
挑
戦

し
た
い
と
思
っ
て
参
加
し
ま
し
た
。

川
端

　夏
休
み
に
普
段
と
違
う
体
験
が
し
た
か
っ
た
か
ら

で
す
。
農
家
や
料
理
人
の
方
々
へ
の
興
味
と
、
ナ
ス
が
好

き
だ
っ
た
の
も
あ
り
ま
す
。

ー  

加
賀
野
菜
は
知
っ
て
い
ま
し
た
？

古
波
倉

　県
外
出
身
な
の
で
、
初
め
は
加
賀
野
菜
と
石
川

県
産
野
菜
の
違
い
が
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
金
時
草
や

加
賀
レ
ン
コ
ン
は
ス
ー
パ
ー
で
見
か
け
ま
し
た
が
、
ヘ
タ

紫
な
す
は
知
ら
な
か
っ
た
で
す
。

ー 

ヘ
タ
紫
な
す
の
印
象
は
？

川
端

　小
さ
く
て
丸
い
見
た
目
が
可
愛
い
。
多
田
礼
奈
さ

ん
か
ら
レ
ン
ジ
で
加
熱
す
る
だ
け
の
簡
単
調
理
法
を
教
わ

り
、
実
際
に
食
べ
て
み
た
ら
、
そ
れ
だ
け
で
柔
ら
か
く
、

美
味
し
い
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

ー  

き
よ
し
農
園
を
訪
れ
た
感
想
は
？

古
波
倉

　多
田
さ
ん
は
農

業
に
真
剣
に
取
り
組
み
、

作
物
を
我
が
子
の
よ
う
に

育
て
て
い
ま
し
た
。
ま
た

伝
統
野
菜
だ
か
ら
こ
そ
、

種
を
保
存
・
継
承
す
る
必

要
が
あ
り
、「
自
分
が
守
っ

て
い
く
」
と
い
う
強
い
覚

悟
を
感
じ
ま
し
た
。

ー  

つ
ば
甚
で
の
体
験
は
ど
う
で
し
た
？

川
端

　川
村
浩
司
さ
ん
の

言
葉
の
一
つ
一
つ
に
、
食

に
真
摯
に
向
き
合
う
気
持

ち
、
生
産
者
や
お
客
さ
ん

へ
の
心
遣
い
を
感
じ
ま
し

た
。「
料
理
は
お
客
さ
ん
に

美
味
し
さ
と
作
り
手
の
想

い
を
届
け
る
」
と
い
う
言

葉
が
印
象
的
で
し
た
。

ー  

動
画
制
作
で
意
識
し
た
ポ
イ
ン
ト
は
？

古
波
倉

　多
田
さ
ん
や
川
村
さ
ん
の
想
い
を
伝
え
た
い
。

そ
の
上
で
、
自
分
た
ち
な
り
の
ア
イ
デ
ア
が
動
画
に
反
映

で
き
た
ら
と
思
い
ま
し
た
。
私
自
身
、
な
か
な
か
答
え
が

出
ま
せ
ん
で
し
た
が
、「
つ
な
が
る
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー

ド
か
ら
「
ナ
ス
の
バ
ト
ン
」
の
ア
イ
デ
ア
に
た
ど
り
着
い

た
の
も
、
チ
ー
ム
で
議
論
し
た
か
ら
こ
そ
だ
と
思
い
ま
す
。

川
端

　現
地
で
心
に
残
っ
た
お
二
人
の
言
葉
を
、
撮
影
時

に
も
う
一
度
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
動
画
に
収
め
ま
し
た
。

ま
た
、
ナ
ス
の
簡
単
調
理
法
や
食
べ
る
シ
ー
ン
な
ど
、
見

た
人
が
思
わ
ず
真
似
し
た
く
な
る
よ
う
な
動
画
に
な
る
よ

う
意
識
し
て
、
編
集
作
業
に
臨
み
ま
し
た
。

ー  

テ
レ
ビ
や
イ
ベ
ン
ト
出
演
の
反
響
は
？

古
波
倉

　家
族
が
テ
レ
ビ
放
送
を
見
て
く
れ
て
、「
ナ
ス

の
バ
ト
ン
」
の
ア
イ
デ
ア
を
褒
め
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
何
よ
り
、
ヘ
タ
紫
な
す
を
知
っ
て
も
ら
え
た
こ
と
が
嬉

し
か
っ
た
で
す
。

川
端

　ス
テ
ー
ジ
で
は
、
お
客
さ
ん
が
多
田
さ
ん
や
川
村

さ
ん
の
想
い
に
注
目
し
て
く
れ
る
な
ど
、
直
に
反
応
が
見

ら
れ
た
こ
と
が
刺
激
に
な
り
ま
し
た
。

ー  

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
得
た
も
の
は
？

古
波
倉

　生
産
物
に
は
、
作
り
手
の
心
が
こ
も
っ
て
い
る

こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
自
分
も
将
来
、
強
い
原
動
力
を

持
っ
て
仕
事
に
取
り

組
み
た
い
で
す
。

川
端

　魅
力
を
見
つ

け
て
発
信
す
る
楽
し

さ
、
人
前
で
話
す
楽

し
さ
を
覚
え
ま
し

た
。
今
後
も
、
い
ろ

い
ろ
な
形
で
情
報
発

信
に
取
り
組
み
た
い

で
す
。

学生8名

こ は ぐ ら  しょうご

古波倉 正梧さん
人間社会学域 経済学類 2年
千葉県佐倉市出身

かわばた  な つ き

川端 夏希さん
融合学域 先導学類 2年
石川県輪島市出身

「東京インターナショナル・ギフト・ショー」に参加

bibibi連携事業
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① 12/5 西出牧場・・・・・・・・・・・・・・・・ 石川県鳳珠郡能登町

② 12/8 clover  farm・・・・・・・・・・・・ 富山県高岡市

③ 12/13 株式会社ホリ牧場・・・・・・・・ 石川県河北郡内灘町

④ 12/28 金沢大学角間キャンパス・・・ 石川県金沢市

Program MAP

石川県

富山県

12/5Mon.

12/13Tue.

12/8Thu.

12/28Wed.

酪農体験や意見交換の連動プログラムを通じた牧場関係者との交流・共創により、
学生が酪農の魅力や課題を理解した上で、「食」を取り巻く社会課題について考えます。

協力：農林水産省北陸農政局、北陸酪農業協同組合連合会、
　　  石川県酪農業協同組合、奥能登農林総合事務所
会場：かくまちプラザ（角間キャンパス）

当
日
は
酪
農
体
験
の
参
加
学
生
と
酪
農
家
に
加
え
、

多
く
の
酪
農
関
係
者
が
集
い
ま
し
た
。
篠
田
隆
行
准

教
授
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
ト
の
も
と
、「
地
域
に
お
け

る
牧
場
の
役
割
へ
の
理
解
」「
牛
乳
の
価
値
向
上
」

の
た
め
の
有
効
な
情
報
発
信
を
テ
ー
マ
に
意
見
交

換
。
情
報
の
発
信
元
と
発
信
先
、
手
段
や
方
法
を
念

頭
に
、グ
ル
ー
プ
で
議
論
を
重
ね
ま
し
た
。発
表
パ
ー

ト
で
は
、「
牛
乳
に
よ
る
健
康
改
善
の
メ
リ
ッ
ト
を

病
院
や
高
齢
者
施
設
で
直
接
発
信
」「
牛
乳
を
飲
ん

で
お
腹
が
ゆ
る
く
な
る
人
に
『
A
2
ミ
ル
ク
』
を
勧

め
る
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
が
提
案
さ
れ

ま
し
た
。

酪農の課題解決へアイデア提案

飼
料
の
価
格
高
騰
に
よ
る
牧
場
経
営
へ
の
影
響
な
ど
、
西
出

牧
場
3
代
目
の
西
出
穣
さ
ん
か
ら
生
産
現
場
の
苦
悩
を
聞

き
、
学
生
た
ち
は
現
在
の
酪
農
業
界
の
現
状
を
理
解
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
手
作
業
で
搾
乳
や
餌
や
り
を
体
験
し
、
牛
乳

が
「
命
の
恵
み
」
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
。「
体
験
を
通
じ

て
多
く
の
人
に
酪
農
の
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
。
牧
場
の
役

割
、
牛
乳
の
価
値
に
つ
い
て
考
え
た
い
」
と
い
う
西
出
さ
ん

の
言
葉
に
、
学
生
た
ち
は
意
見
交
換
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
意
欲

を
高
め
ま
し
た
。

野
菜
カ
ッ
ト
工
場
の
野
菜
の
端
材
を
飼
料
に
再
利
用
し
た

り
、
地
元
ス
イ
ー
ツ
店
の
商
品
開
発
に
協
力
し
た
り
と
、
地

域
連
携
に
力
を
入
れ
るclover farm

代
表
の
青
沼
光
さ

ん
。
学
生
た
ち
は
、「
牛
の
健
康
を
考
え
て
つ
な
ぎ
飼
い
は

し
な
い
」「
1
0
0
年
後
も
日
本
で
酪
農
が
続
く
よ
う
に
、

魅
力
を
伝
え
て
い
く
」
と
い
う
青
沼
さ
ん
の
言
葉
に
心
打
た

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
搾
乳
体
験
やclover farm

の
出
荷
先

の
牛
乳
の
試
飲
も
行
い
、
学
生
に
と
っ
て
、
人
々
の
食
を
支

え
る
酪
農
の
仕
事
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

牛
乳
の
年
間
生
産
量
が
約
2
千
ト
ン
と
、
多
く
の
乳
牛
を
飼

育
す
る
ホ
リ
牧
場
。
学
生
た
ち
は
、
当
日
朝
に
生
ま
れ
た
子

牛
の
体
重
計
測
や
哺
育
舎
へ
の
運
搬
、
さ
ら
に
は
乳
牛
の
出

産
に
立
ち
会
い
、
分
娩
介
助
も
体
験
す
る
な
ど
、
酪
農
家
の

日
常
を
体
感
し
ま
し
た
。
株
式
会
社
ホ
リ
牧
場
の
堀
牧
人
さ

ん
は
、「
牛
乳
は
生
産
に
手
間
が
か
か
る
か
ら
こ
そ
、
一
層
の

価
値
向
上
に
つ
な
げ
た
い
」
と
語
り
、
学
生
た
ち
は
、
株
式

会
社
ホ
リ
乳
業
の
商
品
を
口
に
し
な
が
ら
、
作
り
手
の
熱
意

と
品
質
へ
の
こ
だ
わ
り
を
感
じ
取
り
ま
し
た
。

学生8名
ゲスト26名

酪農体験（西出牧場）  ー 体験で触れる酪農の魅力 ー

酪農体験（株式会社ホリ牧場）  ー 大規模牧場の日常を実体験 ー

酪農体験（clover farm）  ー 富山県高岡市で考える「牛の幸せ」 ー

学生4名

学生4名

学生5名
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協力者 学生

お世話に
なりました今

回
の
取
り
組
み
は
、
金
沢
大
学
の
「
雑
談

の
チ
カ
ラ
」
を
知
り
、
私
た
ち
か
ら
声
を
掛

け
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
元
々
、
酪
農

の
課
題
解
決
に
つ
な
げ
た
い
一
心
で
し
た

が
、
実
際
に
学
生
さ
ん
と
関
わ
る
と
、
そ
の

真
っ
す
ぐ
な
姿
に
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。

牧
場
見
学
で
は
多
く
の
質
問
か
ら
酪
農
へ
の

関
心
の
高
さ
を
感
じ
、
雑
談
で
は
若
者
な
ら

で
は
の
視
点
に
驚
き
ま
し
た
。
日
々
牛
乳
の

品
質
を
追
求
す
る
酪
農
家
に
と
っ
て
、
そ
の

ア
イ
デ
ア
一
つ
一
つ
が
目
新
し
く
、
他
の
酪

農
家
も
「
新
し
い
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
着
想

を
得
た
」
と
喜
ん
で
い
ま
す
。

学
生
さ
ん
に
は
、
ま
だ
ま
だ
酪
農
の
こ
と
を

伝
え
切
れ
て
い
な
い
の
で
、
今
後
も
事
業
は

継
続
し
た
い
で
す
。
彼
ら
に
と
っ
て
、
酪
農

だ
け
で
な
く
、「
日
本
の
食
」
を
考
え
る
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
と
強
く
願
っ
て
い
ま
す
。

ー  

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
理
由
は
？

東
中

　家
族
が
果
樹
園
を
営
ん
で
い
て
、
人
々
の
生
活
を
支

え
る
第
一
次
産
業
に
惹
か
れ
て
い
ま
す
。
酪
農
に
も
触
れ
、

視
野
を
広
げ
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

一
木

　東
中
さ
ん
に
誘
わ
れ
た
こ
と
と
、
元
々
栄
養
科
学
に

興
味
が
あ
っ
て
、
実
際
の
生
産
現
場
に
行
っ
て
み
よ
う
と
参

加
を
決
め
ま
し
た
。

ー  

酪
農
体
験
の
感
想
は
？

東
中

　西
出
穣
さ
ん
の
お
話
か
ら
、
円
安
に
よ
る
飼
料
高
騰
、

牛
乳
の
単
価
が
上
が
ら
な
い
現
状
な
ど
、
酪
農
の
現
場
の
苦

悩
を
知
り
ま
し
た
。
食
を
取
り
巻
く
社
会
課
題
は
、
私
た
ち

の
身
近
に
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

一
木

　飼
料
を
自
社
生
産
す
る
西
出
さ
ん
の
経
営
努
力
、
酪

農
へ
の
情
熱
や
乳
牛
へ
の
愛
情
を
肌
で
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、

搾
乳
体
験
を
通
じ
て
、
牛
乳
は
「
命
の
恵
み
」
だ
と
再
認
識

し
て
、
感
謝
の
気
持
ち
が
芽
生
え
ま
し
た
。

ー 

情
報
発
信
の
ア
イ
デ
ア
、新
た
な
気
づ
き
は
？

東
中

　私
た
ち
は
保
存
が
効
く
「
ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
牛
乳
」
の

普
及
を
提
案
し
ま
し
た
が
、
伝
え
る
情
報
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
ご

と
に
変
え
る
有
効
性
を
示
し
た
、
他
グ
ル
ー
プ
の
発
表
が
印

象
的
で
し
た
。
議
論
中
も
、
私
に
と
っ
て
身
近
な
植
物
性
ミ

ル
ク
を
知
ら
な
い
人
が
多
い
こ
と
に
驚
き
、
情
報
の
受
け
取

り
方
に
個
人
差
が
あ
る
と
分
か
り
ま
し
た
。

一
木

　意
見
交
換
後
、
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
で
の
ア
ル
バ
イ

ト
中
に
気
づ
い
た
の
が
、
コ
ー
ヒ
ー
豆
の
種
類
が
多
い
の
に
、

牛
乳
は
1
種
類
し
か
使
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
。
牛
乳
が
選
べ

る
オ
プ
シ
ョ
ン
な
ど
が
あ
れ
ば
、
お
客
さ
ん
が
牛
乳
や
酪
農

に
興
味
を
持
つ
き
っ
か
け
に
な
る
。
身
近
に
ア
イ
デ
ア
の
ヒ

ン
ト
が
隠
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

ー  

今
回
の
経
験
を
今
後
ど
う
活
か
し
た
い
？

東
中

　私
の
夢
は
第
一
次
産
業
を
支
え
、
発
展
に
貢
献
す
る

こ
と
で
す
。
現
場
を
第
一
に
、
生
産
者
の
想
い
を
人
々
に
伝

え
る
お
手
伝
い
が
で
き
た
ら
と
、
よ
り
一
層
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
高
ま
り
ま
し
た
。

一
木

　研
究
に
興
味
が
あ
り
、
大
学
院
博
士
課
程
へ
の
進
学

を
考
え
て
い
ま
す
。
物
事
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
し
っ
か

り
と
理
解
し
、
西
出
さ
ん
の
よ
う
に
熱
意
を
持
っ
て
、
自
分

の
専
門
を
深
め
て
い
き
た
い
で
す
。

clover farm代表、
地域交流牧場全国連絡会（北陸ブロック）代表
あおぬま あきら

青沼 光さん

石川県「能登キャンパス推進事業」の一環として実施した本プログラム。
金沢大学に加え、金沢星稜大学や北陸先端科学技術大学院大学の学生も参加し、

総勢16名が能登地域をフィールドに地域の生業を体験しました。

9
月
、
学
生
た
ち
は
能
登
の
自
然
の
恵
み
を
活
か
し
た

事
業
を
行
う
企
業
2
社
を
訪
問
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
輪

島
市
の
谷
川
醸
造
株
式
会
社
で
は
、
同
社
の
醬
油
蔵
・

味
噌
蔵
や
販
売
店
舗
を
見
学
し
、
明
治
38
年
か
ら
続
く

伝
統
製
法
へ
の
こ
だ
わ
り
、
製
造
か
ら
販
売
ま
で
の
プ

ロ
セ
ス
を
体
感
。
そ
の
後
、
能
登
島
に
あ
る
株
式
会
社

ス
ギ
ヨ
フ
ァ
ー
ム
の
農
場
に
赴
き
、
地
域
の
耕
作
放
棄

地
の
解
消
へ
の
寄
与
、
6
次
産
業
化
に
挑
戦
す
る
株
式

会
社
ス
ギ
ヨ
の
農
業
事
業
に
触
れ
ま
し
た
。

企業見学で能登の里山里海を活かした生業を体感

学生たちは、金沢大学「能登里山里海SDGsマイスタープログラ
ム」の一環として開催された「能登の里山里海学会2022」に参加。
里山里海をフィールドにする研究者の講演を聴き、自然と共生す
る持続的な社会モデルについて学びました。また、能登の野草を
使ったハーバリウム作りや丸太の早切りなどの体験ワークショッ
プを通じて、他の参加者と交流を深めながら、地域資源を活用す
るソーシャルビジネスへの理解を深めました。

学生が能登学舎で地域との交流を深める

「能登の里山里海学会2022」に参加

ひがしなか   な    つ

東中 菜都さん
理工学域 生命理工学類 2年
石川県金沢市出身

学生16名

_OL

い ち き   り     ほ    こ

一木 梨浦子さん
理工学域 生命理工学類 2年
和歌山県和歌山市出身

能登の生業体験プログラム
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「南砺市学生サポーター」活動を支えてくださった田中南砺市長に、
活動を通しての感想や学生に期待することについて篠田先生がお聞きしました。

市
長
が
こ
の
活
動
に
期
待
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

田
中

　コ
ロ
ナ
禍
で
交
流
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
金
沢
大
生

が
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
参
加
し
て
く
れ
た
こ
と
で
、
地
域
の
人
々
に

は
力
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。「
よ
う
や
く
交
流
で
き
る
」
と
い
っ
た

声
が
届
き
ま
し
た
し
、
今
で
も
地
域
の
人
に
会
う
と
必
ず
話
題
に
な

り
ま
す
。
私
も
、42
名
の
学
生
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
す
で
に
何
度
か
会
っ

て
い
る
よ
う
な
親
近
感
が
あ
り
ま
す
。

初
年
度
の
反
省
を
活
か
し
、

学
生
に
よ
る
運
営
も
見
据
え
る

篠
田

　初
年
度
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
大
学
と
し
て
ど
こ
ま
で
関
与

す
る
か
は
手
探
り
の
状
態
で
す
。

田
中

　他
大
学
の
ゼ
ミ
が
2
0
1
2
年
ご
ろ
か
ら
利
賀
村
で
活
動
し

て
い
ま
す
。
卒
業
生
と
連
携
し
て
農
産
加
工
品
を
広
め
る
な
ど
、
学

生
同
士
が
バ
ト
ン
を
つ
な
い
で
活
動
を
続
け
て
い
る
良
い
例
で
す
。

最
初
は
大
変
で
す
が
、
継
続
す
る
と
活
動
が
広
が
っ
て
よ
り
楽
し
く

な
り
ま
す
ね
。

篠
田

　参
加
し
た
学
生
が
活
動
を
広
げ
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

コ
ロ
ナ
禍
で
、
学
生
の
行
動
が

地
域
の
力
に
な
っ
た

篠
田

　「南
砺
市
学
生
サ
ポ
ー
タ
ー
」
活
動
に
あ
た
り
、
田
中
市
長
に

は
特
別
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

田
中

　角
間
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
講
演
で
、
金
沢
大
生
が
南
砺
市
の
応

援
市
民（
学
生
サ
ポ
ー
タ
ー
）に
な
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

学
生
の
高
い
熱
量
を
感
じ
て
、
私
自
身
も
楽
し
い
講
演
で
し
た
。

篠
田

　学
生
の
印
象
は
ど
う
で
し
た
か
。

田
中

　金
沢
大
学
は
南
砺
市
に
一
番
近
い
大
学
な
ん
で
す
。
以
前
か

ら
金
沢
大
生
に
フ
ィ
ー
ル
ド
を
提
供
し
て
い
た
経
緯
も
あ
り
、
思
い

入
れ
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
活
動
で
も
学
生
は
熱
心
で
す
し
、
い
ろ

ん
な
質
問
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。「
質
の
良
い
」
学
生
が
多
い
と
い
う

印
象
で
す
。

篠
田

　私
も
学
生
の
熱
意
に
驚
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
授
業
後
の
レ

ポ
ー
ト
を
読
ん
で
、「
こ
ん
な
に
考
え
て
い
た
の
か
」
と
。

田
中

　今
の
学
生
は
ク
ー
ル
な
ん
で
す
ね
。
考
え
て
い
な
い
の
で
は

な
く
、
静
か
に
楽
し
ん
で
い
る
。

篠
田

　今
年
は
42
名
が
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
活
動
し
ま
し
た
。
田
中

教員南砺市長
た
。
活
動
の
後
、
宿
泊
し
た
い
と
申
し
出
た
学
生
は
、
そ
の
ま
ま
1

週
間
滞
在
し
ま
し
た
。
茶
話
会
を
開
催
し
た
り
、
子
ど
も
た
ち
と
交

流
し
て
く
れ
た
と
地
域
の
方
か
ら
お
聞
き
し
て
ほ
っ
と
し
ま
し
た
が
、

大
学
の
活
動
で
訪
問
し
て
い
た
た
め
、
申
し
出
が
あ
っ
た
時
は
判
断

を
迷
い
ま
し
た
。

田
中

　地
域
の
中
高
生
に
と
っ
て
、
大
学
生
か
ら
受
け
る
影
響
は
大

き
い
。
大
学
生
が
ど
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
か
を
知
る
の
は
、
子

ど
も
た
ち
の
良
い
経
験
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

篠
田

　中
高
生
の
感
性
に
触
れ
る
経
験
は
、
大
学
生
に
も
刺
激
に
な

り
ま
し
た
。
中
高
生
が
気
づ
い
て
い
な
い
地
域
の
魅
力
を
、
自
分
た

ち
が
伝
え
た
い
と
熱
心
に
話
し
て
い
ま
す
。

田
中

　交
流
の
良
い
と
こ
ろ
で
す
よ
ね
。
地
域
の
中
に
い
る
と
そ
の

良
さ
に
気
づ
き
に
く
い
の
で
す
が
、
外
か
ら
の
視
点
で
「
こ
ん
な
ふ

う
に
見
え
て
い
る
」
と
伝
え
て
も
ら
う
と
違
い
に
気
づ
け
ま
す
。

篠
田

　学
生
か
ら
「
も
っ
と
自
分
た
ち
で
や
り
た
い
」「
自
分
だ
っ
た

ら
こ
う
準
備
す
る
」
と
い
っ
た
意
見
も
出
ま
し
た
。
大
学
で
準
備
し

過
ぎ
た
こ
と
は
初
年
度
の
反
省
点
で
す
。

田
中

　学
生
主
催
だ
と
、
ひ
や
ひ
や
し
て
見
て
い
ら
れ
な
い
よ
う
な

こ
と
も
起
こ
り
ま
す
が
、
そ
ん
な
こ
と
も
面
白
く
て
経
験
に
な
る
の

で
し
ょ
う
ね
。

篠
田

　ど
こ
か
の
時
点
で
、
学
生
に
引
き
渡
す
こ
と
も
考
え
な
い
と

い
け
ま
せ
ん
ね
。
S
N
S
な
ど
で
の
情
報
発
信
も
活
動
の
狙
い
で
し

た
が
、
発
信
す
る
学
生
は
二
極
化
し
て
い
る
よ
う
で
盛
り
上
が
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

田
中

　地
域
の
良
さ
を
知
る
学
生
が
活
動
後
に
立
ち
寄
っ
て
発
信
し

て
く
れ
た
ら
、
そ
れ
だ
け
で
嬉
し
い
で
す
。

「
土
徳（
ど
と
く
）」
の
里
が
人
を
育
て
る

篠
田

　自
分
に
何
が
で
き
る
か
、
ど
う
や
っ
て
役
に
立
つ
か
を
考
え

る
学
生
が
多
く
て
驚
き
ま
す
。
大
学
に
入
学
し
て
、
就
職
先
を
見
つ

け
て
、
そ
れ
だ
け
で
安
心
し
て
い
な
い
の
で
す
。
だ
か
ら
活
動
の
機

会
を
示
す
と
、
学
生
は
柔
軟
に
行
動
し
て
く
れ
ま
す
。

田
中

　ア
メ
リ
カ
で
は
学
生
が
い
ろ
ん
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

学
生
に
は
国
内
企
業
だ
け
で
は
な
く
世
界
の
企
業
も
視
野
に
、
さ
ら

に
起
業
も
視
野
に
入
れ
て
行
動
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
そ
の
行
動
を

引
き
出
す
た
め
に
、
寛
容
性
が
高
く
、
海
外
の
よ
う
に
失
敗
し
て
も

再
度
挑
戦
で
き
る
よ
う
な
社
会
に
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

篠
田

　学
生
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
も
、
教
育
も
変
わ
る
こ
と
が
必

要
な
ん
で
す
ね
。
南
砺
市
の
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
点
で
、
田
中
市
長

が
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ
ら
れ
た
「
一
流
の
田
舎
」
は
地
域
の
特
徴
を
活

か
す
も
の
で
す
ね
。

田
中

　国
内
の
市
町
村
数
は
1
8
0
0
ほ
ど
。
す
べ
て
の
市
町
村
が

「
一
流
の
田
舎
」
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
田
舎
」
で

あ
る
こ
と
は
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
で
は
な
く
「
個
性
」
で
す
か
ら
、
南

砺
市
は
誇
れ
る
田
舎
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

篠
田

　そ
の
た
め
に
地
域
の
人
た
ち
も
一
流
に
な
る
必
要
が
あ
り
ま

す
ね
。
若
者
に
は
ど
ん
な
こ
と
を
期
待
さ
れ
ま
す
か
。

田
中

　若
者
に
は
、
い
ろ
ん
な
場
所
を
訪
ね
て
、「
一
流
の
田
舎
」
を

体
験
し
て
ほ
し
い
。南
砺
市
は
、「
一
流
の
田
舎
」を
目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
て
、
自
然
と
共
生
す
る
南
砺
市
な
ら
で

は
の
良
さ
を
発
見
し
、
学
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

篠
田

　学
生
の
反
応
か
ら
も
、
得
難
い
経
験
を
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。「
出
会
っ
た
人
が
み
ん
な
良
い
人
だ
っ
た
」
と
地
域
の
優

し
さ
を
感
じ
て
い
る
よ
う
で
す
。

田
中

　南
砺
の
土
地
柄
を
表
す
言
葉
に
「
土
徳
（
ど
と
く
）」
が
あ
り

ま
す
。
版
画
家
の
棟
方
志
功
は
、
こ
の
土
地
に
暮
ら
す
人
々
の
宗
教

心
や
自
然
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
に
影
響
を
受
け
て
、
作
風
が
丸
く
や

さ
し
く
変
わ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。「
土
徳（
ど
と
く
）」
の
里
で
、

目
に
見
え
な
い
力
が
学
生
を
育
て
る
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

篠
田

　五
箇
山
（
富
山
県
）
と
白
峰
（
石
川
県
）
に
共
通
す
る
里
山
文

化
を
比
較
す
る
活
動
を
計
画
中
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
の
違
い
を

探
り
、
地
域
を
つ
な
げ
る
と
い
っ
た
学
生
だ
か
ら
で
き
る
活
動
で
す
。

継
続
す
る
こ
と
で
地
域
に
も
還
元
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

田
中

　2
つ
の
地
域
に
は
発
酵
食
な
ど
の
「
醸
す
」
と
い
っ
た
共
通

す
る
文
化
が
あ
り
、
面
白
い
と
思
い
ま
す
。
地
域
の
発
展
に
つ
な
げ

た
い
で
す
ね
。

南砺市

田中 幹夫 市長

1961年、富山県南砺市（旧利賀村）生まれ。工学
院大学工学部を卒業後、YKK吉田工業株式会社
に入社。利賀村役場での勤務を経て、2008年に
南砺市長選に初当選し、現在に至る。

1972年神奈川県横浜市生まれ。横浜国立大学
経営学部卒業、東京大学大学院教育学研究科修
了。りそな銀行、國學院大學、富山国際学園富山
短期大学を経て、2021年から現職。

金沢大学先端科学・社会共創推進機構

篠田 隆行 准教授

Project : AERU

南砺市長  田中幹夫×金沢大学教員  篠田隆行
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未体験のジャンルだったからこそ、
新しい発見が多かった。職人さん
の商品開発への強いこだわりが
印象的だった。　　  先導学類 1年

私たちの活動に「地域を盛り上
げてくれて嬉しい。助かるよ」と
直接感謝の言葉を頂けてとて
も嬉しかった。　  人文学類 3年

地域に密着した営みをする
一方で、ビジネスとして新事
業にも挑戦しなければいけ
ないジレンマがある。リアル
な経営者の声が聞けた。
国際学類 1年

テレビをあまり見る習慣がな
かったが、緊急時に正確な情報
を広く伝える点で、公共の電波
で発信する大切さを感じた。
人文学類 2年

焼き畑農業の火の熱さ、持ち上
げたときの農具の重さは、実際
に体験しないと味わえない。
総合教育部（文系）1年

雑談して、もっと社会と関わり
が持ちたい、外に出ようという
気持ちが強くなった。
総合教育部（文系）1年

社長は多くの経験を積み、挑戦
し続ける存在だと強く感じた。
自分も起業したい以上、そうな
らねばと思った｡  先導学類 1年

企業の地域活動と事業展開の
リアルを知ることができて楽し
かった。　　　　    法学類 2年

商談を生で見学して、今まで
考えたこともなかったお店の
裏側を知り、商品を見る目が
変わった。　　  国際学類 2年

企業の方と課題特定のための
ワークショップをして、業務の疑
似体験ができてためになった。
経済学類 3年

生産現場を直接見たり聞いた
りして、物事を真剣に考える
きっかけになった。
生命理工学類 2年

「かぶらを作るのは、ただ美味
しいものが食べたいから」とい
う言葉が心に残っている。純粋
な想いほど、大きな原動力にな
ると感じた。   地域創造学類 4年

2022年度は、新型コロナウイルス感染症に対する規制の
緩和、ならびに事業実施方法の工夫によりプログラム実
施回数は前年度よりも大幅に増加しました。その結果、プ
ログラム参加者数も増加し、本事業への学生の関心度が
高いことが数値となって表れました。また、参加学生の専
門分野、出身地も多種多様で地域での活動に対する関心
を持つ学生の幅が広いことが分かります。加えて、マスメ
ディアをはじめとする報道も多数あり、地域での学生の活
動に社会的な関心が高いことも数値として表れました。

一方、事業実施後に行った個別のアンケートやインタ
ビューからは、参加学生は事業に参加するうえで課題を設
定し、体験等を通じてそれぞれが自分なりの気づきを得た
ことが伺えます。それぞれのコメントに共通することは、地
域という現場で、地域の方 と々直接話をすることで「リアル」
を知り、目に見えるものだけではないその背景の「本質」を
感じ取れたことが見受けられます。今後もこれらの取り組
みを学生や地域の方々と共により良いものへ創り上げてい
く所存です。

先端科学・社会共創推進機構 准教授  篠田 隆行

プログラム実施回数

プログラム アンケート結果

データ集計結果を踏まえて

合計

● 事業別プログラム実施回数
雑談のチカラ 11回

南砺市学生サポーター 14回

みんなで農作業の日 3回

NHK金沢連携事業 6回

bibibi連携事業 5回

交牧連連携事業 4回

能登の生業体験 3回

その他 3回

● 事業別参加者数（延べ人数）
雑談のチカラ 122人

南砺市学生サポーター 157人

みんなで農作業の日 49人

NHK金沢連携事業 19人

bibibi連携事業 21人

交牧連連携事業 21人

能登の生業体験 27人

その他 14人

新聞社 111件（うちWeb配信45件）

テレビ局 43件（うちWeb配信19件）

その他・紙媒体 11件

その他・Web 27件

49回（前年度10回）

プログラム参加者数

延べ

※金沢大生のみ計上。各数値には本報告書未記載のプログラムの参加者数も含む

430人（前年度168人）

申込者数 509人（うち体調不良欠席者79人）

AERUデータ集＜2022年度＞

● 学域・学類別 参加者数（個人）

● 地域・都道府県別 参加者数（個人）

融合学域
21人（13%）

北陸三県
43人（28%）

北海道・東北
13人（8%）

関東
19人（12%）

甲信越
21人（13%）

東海
32人（21%）

近畿
14人（9%）

中国・四国
4人（3%）

九州・沖縄
8人（5%）

海外
2人（1%）

人間社会学域
78人（50%）

理工学域
36人（23%）

医薬保健学域
7人（4%）

総合教育部
11人（7%）

大学院
3人（2%）

●北陸三県
　石川県 17
　富山県 16
　福井県 10
●北海道・東北
　北海道 6
　岩手県 1
　宮城県 3
　秋田県 2
　福島県 1

●関東
　茨城県 1
　栃木県 2
　群馬県 4
　千葉県 3
　東京都 6
　神奈川県 3
●甲信越
　新潟県 4
　山梨県 2
　長野県 15

●東海
　岐阜県 12
　静岡県 3
　愛知県 12
　三重県 5
●近畿
　滋賀県 2
　京都府 2
　大阪府 3
　兵庫県 5
　奈良県 1
　和歌山県 1

●中国・四国
　鳥取県 1
　広島県 2
　香川県 1
●九州・沖縄
　福岡県 3
　佐賀県 1
　熊本県 1
　沖縄県 3
●海外
　海外 2

●理工学域 
　数物科学類 8
　物質化学類 5
　機械工学類 2
　フロンティア工学類 3
　電子情報通信学類 2
　地球社会基盤学類 10
　生命理工学類 4
　理工3学類一括 2

●融合学域 
　先導学類 20
　観光デザイン学類 1
●人間社会学域 
　人文学類 22
　法学類 10
　経済学類 11
　学校教育学類 10
　地域創造学類 14
　国際学類 11

●医薬保健学域 
　医学類 4
　薬学類 1
　医薬科学類 0
　保健学類 2
●総合教育部 
　総合教育部（文系） 11
　総合教育部（理系） 0
●大学院 
　自然科学研究科 2
　医薬保健学総合研究科 1

（単位：人）

（単位：人）

プログラム参加者数（個人）

合計156人（前年度110人）

● 媒体別 報道件数

プレスリリース配信件数

※2022年3月1日から翌年2月28日までの合計値

※2022年4月1日から翌年2月28日までの合計値

AERU Webページ閲覧数

合計1,399回（月平均117回）

報道件数

合計192件

合計21件（うち共同リリース13件）

学生VOICE
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大学は、さまざまな分野に知的関心のある「仲間」が集う「場」であり、その

仲間と互いに議論し、切磋琢磨することでその後の人格形成に大きな影響

をもたらしてくれるものです。一方、社会課題が山積みする現代において

は、地域という現場を知ることが大切な機会であり、大学内に留まることな

く地域社会に身を投じ、チャレンジをすることも必要です。

本事業は、新型コロナウイルス感染症の影響により学生生活に制約が生じ

た中、実施方法を工夫・模索しながら、１年を通じてさまざまな事業を専門

分野や学年、そして出身地も異なる多くの学生と共に実施しました。それぞ

れの体験を通じて、学生が自分なりの発見や気づきを得て、より良い未来

社会の構築において主役となることを願っています。

最後に、本事業の実施にあたり、学生に一人の「大人」として向き合い、一緒

に取り組んでくださいました地域の皆様に改めて感謝申し上げます。

先端科学・社会共創推進機構 人材育成グループ長　 篠田 隆行

事業連携先、編集協力
合同会社北陸つどいフォーラム [p.06、08、11]

株式会社TOP [p.07]

中村留精密工業株式会社 [p.07]

NHK金沢放送局 [p.08、18-20]

株式会社良品計画 営業本部北陸事業部 [p.08]

株式会社NTTデータ 第三金融事業本部決済ITサービス事業部 [p.09]

地域交流牧場全国連絡会（北陸ブロック）[p.09、22-24]

南砺市役所 [p.09、12-17、26-27]

bibibi [p.21]

編集協力
北村 真美様 [p.11]

石黒 和宏様 [p.11]

松古 誠様 [p.14]

橋爪 央樹様 [p.15]

青沼 光様 [p.24]

田中 幹夫様 [p.26-27]

編集責任者
篠田 隆行

編集構成、写真
舘 正裕樹

Special Thanks
古川 こはる、藤井 亮介、九曜 慶子、

鈴木 晴日、中島 優一朗、柳下 七美、

川端 夏希、古波倉 正梧、

一木 梨浦子、東中 菜都

ほか、AERUに参加したすべての金沢大生の皆さん

本学の地域思考型教育を「Project : AERU」として発信する。そのきっか

けは、2020年度に出会った学生さんの声でした。「里山保全活動でたくさ

んの他学類生とつながれました」「農業アイデアソンで研究意欲が高まり、

大学院進学を決めました」。コロナ禍で大学生活が制限される中、プログラ

ムを通じて出会い、学び、成長する学生の姿に、そしてその笑顔に心動かさ

れました。コロナ禍の今だからこそ、多くの出会いから「学ぶ楽しさ」を皆で

分かち合ってほしい。そんな想いで企画を進め、2021年度にAERUがスター

トしました。あれから早2年。金沢大生にとって、AERUが「次のステージ」に

踏み出す一つの機会になればと願うばかりです。

また、本事業がここまで大きな取り組みとなったのは、ご支援・ご協力いた

だいた企業・自治体等の皆様方、そして篠田先生のご尽力の賜物です。この

場をお借りして、御礼申し上げます。来年度も、多くの学生さんが笑顔にな

りますように。引き続き、AERUをよろしくお願いいたします。

研究・社会共創推進部 地域共創推進課 教育事業係　 舘 正裕樹金沢大学地域思考型教育 2022 年度実践報告書

「AERUのTOBIRA」

2023 年 3月 10日発行

発　　行 金沢大学先端科学・社会共創推進機構
 人材育成グループ
 〒920-1192  石川県金沢市角間町
印刷製本 能登印刷株式会社
デザイン フルデザイン
本書の無断複写・複製、転載を禁じます。

本事業は、公益財団法人澁谷学術文化スポーツ振興財団様、南砺市様、

株式会社TOP様、合同会社北陸つどいフォーラム様からのご支援、ならびに

多くの地域の方々のご協力を賜り実施できました。

ここに改めて深謝の意を表します。

あとがき
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E-Mail

［ お問い合わせ先 ］

金沢大学 先端科学・社会共創推進機構 人材育成グループ event@adm.kanazawa-u.ac.jp
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